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調査研究

石川県における磨製石庖丁研究についての
現状と若干の考察

松尾 実

１．はじめに

石川県は日本列島の中央部、日本海に面した地域にあり、北方に突出した半島を有する。古来、南

は旧加賀国、半島は旧能登国に属しており、凡そ２つの地域に大別できる。すなわち、加賀地域、能

登地域であり、前者には白山系や医王山系の山地、後者には宝達山系や丘陵性の台地が連なっている。

弥生時代には、水田稲作農耕文化とそれに伴った大陸系磨製石器群（１）が朝鮮半島から日本列島の北

部九州へ渡り、東へ漸次波及して当該地域にも及んだと理解されている。特に、その文化波及と受容

の展開を具体的に知る手がかりの１つとして、大陸系磨製石器群は注目をあびてきた。すなわち、社

会変革などの断面的、かつ、流通論、社会構造などといった平面的な研究によって弥生時代の人的活

動の有機関係にアプローチできる資料と考えられるからである。近年では、各地で精緻な検討と見直

しが活発に行われ、製作工程の復元研究、使用痕による機能・用途の再検討、小地域における流通圏

の存在などが明らかになっている。

ところで、石川県内でも石器資料の増加に伴い、１９９０年代から幾度となく集成が行われてきた。そ

れらのなかでは、大陸系磨製石器群の導入、定着、消滅過程を言及した論考が少なくなく、一定の見

解がなされている。また、使用痕による精緻な研究により、機能・用途についての再検討が行われて

いる。しかし、生産・流通については、ほとんど言及されていないのが現状といえよう。

本稿では弥生時代の特質とされる水田稲作農耕に密接に関係し、かつ、生産・流通論に関して地域

的な様相を示唆する磨製石庖丁（２）を取り上げる。まず、石川県下における研究史を振り返り、整理を

行いたい。そして、磨製石庖丁の石材に注目し、流通圏について若干の考察を行いたい。考察に際し

ては、主に対象地域を現在の石川県内を範囲とし、特に弥生時代で中期～後期にかけて長期的な継続

期間を有した拠点集落とされる小松市八日市地方遺跡と羽咋市吉崎・次場遺跡、後期に盛行した金沢

市西念・南新保遺跡を取り上げる。

２．石川県における磨製石庖丁の研究史

み おや

１９５５年に鹿島郡御祖村（現：鹿西町小田中）から出土した石庖丁が石川県下において初出となるで

あろう（３）。後に浜岡賢太郎氏によって石庖丁の特異性に注目し、農耕が行われた事を示唆した。また、

吉崎・次場遺跡との関連性を示唆している（４）。その後、石庖丁研究は停滞したが、１９９２年の埋蔵文化

財研究会による全国的な集成作業を契機に躍進する。安英樹氏はそのまとめのなかで、製作技法より

も想定される用途を軸に石庖丁を農具の範疇に位置付け、各時期における傾向を把握した。すなわち、

「中期前葉には石庖丁が存在する可能性を示唆し、中期後半から確実に存在する事で他の大陸系磨製

石器群も含めて定着した。」と言及し、「西日本的な石器組成に極めて近くなる。」と評価している。

そして、後期には減少傾向を示し、消失するとの見解を示した。これらの集成作業は石川県下でもは

じめての総体的な集成であり、そのなかで石器形式、組成、時期別量的傾向などのデータを提示し一
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定の見解を示した事は重要である（５）。また、１９９５年に安英樹氏は、羽咋市吉崎・次場遺跡の石器群資

料を検討材料に中期から後期における石器群の推移を考察した。用途を穂摘具とした石庖丁は、「直

刃半月型が多く、主体は研磨が雑な品で、大型が多い。」と指摘している。総括的な見解では、中期

前半段階で全面研磨品は少なく、後期に大陸系石器群全体の石材に軟質が多くなる傾向を示唆され

た。また、打製の横刃石器、木庖丁に注目し、複合的な使用形態を想定する必要性を指摘した。さら

に、「大陸系磨製石器を生産できる遺跡は北陸においてはかなり地域単位で限定される可能性が高い。

確証はないが特定集落、おそらくは地域の中核的な集落での生産、周辺の集落への供給というような

姿を推定しておきたい。」と周辺地域における社会構造を示唆した（６）。同年、久田正弘氏は収穫具と

して集成を行なった。変遷過程のなかで、石包丁はⅢ期から法仏期まで確認でき、消滅の要因に鉄器

や木器に転換された可能性を示唆された（７）。１９９９年には、木田清氏が吉崎・次場遺跡出土資料から形

態による変遷を論じた。最大幅でもって特大（１１～１５㎝）、大（８～１０㎝）、中（５．５～８㎝）、小（４

～５㎝）と類型化し、時系列な傾向を導出した上で、これらの規格差から用途が違うことを指摘した。

すなわち、小型は穂摘具、中型は除草具兼穂摘具、それ以上の規格は除草具とし、使い分けを行った

と推定した。そして中期では特大～小までの種類が豊富であるのに対し、後期になると中型のみが残

り消滅していく過程を言及し、大型品は使用頻度の低さによって消滅し、小型は木庖丁、大型は鉄器

への転換を論じている。製作技法については、刃のつけ方、研磨の仕方に大小それぞれの差異はない

と確認された（８）。２００１年に安英樹氏は、北陸の拠点集落とされる吉崎・次場遺跡、八日市地方遺跡を

例にとり、流通に関して示唆に富む見解を示している。これら遺跡を物資の生産力が高い遺跡として

評価している。そして、「原料などを遺跡外から遠隔地・近郊地を問わず確保し集積する機能が高かっ

た」、「遺跡内で土・石・木などを素材とする製品の生産力が高い。おそらくは、原材料を遺跡外から

獲得・集積し、完成品は遺跡外へ供給するといった生産・流通機能が備わっていたと想定される」と

言及し、主に水系で結ばれたネットワークを介したと想定した（９）。２００２年、久田正弘氏は、使用痕研

究から磨製石庖丁の用途を石製収穫具として位置付け、形態幅と使用痕の組み合わせからその機能に

ついて論じた。すなわち、小型のものは刃に直交する形で片側に使用痕があり、穂摘みを行ったと推

定し、それ以外のものは刃に対し平行で幅広な使用痕があることから横に引いて切断したと推定し

た。また、石川県では穂摘具は少なく、穂刈ないし根刈りの収穫具が多く確認できる状況を示してい

る。なお、大～特大型といわれる石庖丁については、オシギリ的に使用された農具との視点を提示し

ており興味深い（１０）。２００３年には宮田明氏が詳細な遺物の検討を行った。層状に剥離した板状薄片を素

材として一辺に刃部を有する石器全てを「石庖丁」とした。一方、石庖丁未成品についても言及して

いる。一見打製石庖丁の一種と考えられるものでも使用痕が観察されない等の観察から刃部加工途上

の石庖丁未成品の破損品として認識されており、従来の打製石庖丁の認識を改める必要性を提起して

いる。また、成品の平面形態は台形～半月形が多いが、石庖丁が破損しても使用している事例を紹介

している。石材に関しては、流紋岩類が最も多く、他に珪質頁岩や粘板岩のような堆積岩系の石材が

多いと報告されている。なかでも、流紋岩（層状の石理が発達して板状に剥がれやすい石材）は、産

出地を山中地域と推定されている（１１）。

以上の磨製石庖丁研究史から看取される現状についてまとめてみたい。

・時期的な変遷過程については、磨製石庖丁が中期には確実に出現し出土量も多い。規格は多様化

するが、後期になると衰退し消滅する。この頃には規格も少なくなるようである。その要因を穂

摘具・収穫具が鉄器や木庖丁へと転換した事象として捉えられている。

・機能・用途については、使用痕研究によって機能を精緻に検討し、農具→穂摘具→収穫具へと認
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識されている。また、５㎝以下の小型は穂摘み具、５．５～８㎝の中型は穂摘具兼除草具（収穫具）、

中型以上も収穫具といった規格による類型化がなされている。

・生産・流通については、石庖丁の然るべき石材獲得のための露頭、石材の薄片、多くの未成品が

出土する遺跡が未発見なため、積極的に言及されている論考は多くないのが現状といえよう。し

かし、他の石材に関しては一定の範囲が認められている。例えば、大陸系磨製系磨製石器群の一

つである太型蛤刃石斧については、吉崎・次場遺跡で未成品が出土していることから、生産地と

して考えられており、そこから広範囲にわたる供給が想定されている。他に、能登地域の富来周

辺を産地として想定されている輝石安山岩は主に石鏃石材で、弥生時代に限れば長期間に亘って

広範囲に流通されている（１２）。また、手取川流域を産地とする安山岩は主に打製石斧などの石材と

され、手取川扇状地を中心として流通している（１３）。富山県東部を産出地として推定されている蛇

紋岩は、主に石斧石材として流通している。近年では小松市八日市地方遺跡出土の石器石材の一

つである流紋岩の生産地は山中地域を推定されている。

・社会構造については、地域における中核的な集落が生産を行い、周辺の集落への供給するシステ

ムを想定されている。

３．石川県下における磨製石庖丁からみた流通圏について

このように、磨製石庖丁研究は時期的な変遷課程での量的傾向の把握や機能・用途について着実に

進歩している。しかし、生産・流通論は、資料の制約があるためか活発な議論が多くなされていない

のが現状であろう。そのなかでも、安英樹氏による拠点集落論のなかでの「遺跡内で土・石・木など

を素材とする製品の生産力が高い。おそらくは、原材料を遺跡外から獲得・集積し、完成品は遺跡外

へ供給するといった生産・流通機能が備わっていた。」と想定し、主に水系で結ばれたネットワーク

を介したとする論考（１４）は重要である。この仮説を基として以下ではこれらの生産・流通に関わる流通

圏について若干の検討を行いたい。

石器石材の流通形態は多様であることが考えられ、石鏃や石斧などのように遠隔地から広範囲にわ

たって流通したものが認められる。また打製石斧のように採取地を中心にした比較的狭い範囲での流

通圏も認められる。この点に注目して大陸系磨製石器群のなかでも比較的数量のある磨製石庖丁を取

り上げ、どのような流通形態が見られるのかを考察したい。まず、加賀地域と能登地域といった範囲

で流通圏があるのかどうかを検討するために、その前提作業として八日市地方遺跡と吉崎・次場遺跡

出土のデータ（１５）を基にして石材の傾向を割り出し、両遺跡を比較する。検討対象とする遺跡を２つに

しぼったのは、中期から後期の長期間に亘って集落が営まれていたこととその規模の大きさである。

そして、２遺跡の資料点数が多いことに起因する事と、加賀、能登地域における中核的な拠点集落の

様相を示しているためである。なお、北加賀地域で後期に盛行した拠点集落とされる西念・南新保遺

跡も検討対象に加える。

八日市地方遺跡では、磨製石庖丁出土総計８０点中、流紋岩３８％、粘板岩２６％、珪質頁岩１３％、凝灰

岩１３％が主な石材構成で、６：３：１：１という比率を表しており、流紋岩系・粘板岩系の石材が多

い。石材については、総じて節理（層状の石理）のある加工しやすい石材を志向する傾向があること

を指摘する。生産地としては、手取川流域と山中地域などが想定され、遠隔地から石材を入手してい

ないことが窺える。中には、素材、未成品、穿孔途中、完成品といった製作工程を追える資料があり、

磨製石庖丁の製作を行っていたと考えられる。
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羽咋市吉崎・次場遺跡

石材の種類 数量 構成比
１ 角閃石安山岩 １２ ４０％
２ 安山岩 ５ １６％
３ 砂岩 ３ １０％
４ 輝石安山岩 ３ １０％
５ 粘板岩 ２ ６％
６ シルト岩 ２ ６％
７ 白色凝灰岩 １ ３％
８ 千枚岩 １ ３％
９ 片麻岩 １ ３％
１０ 不明 １ ３％

合計 ３１ １００％

小松市八日市地方遺跡

石材の種類 数量 構成比
１ 珪質頁岩 １０ １３％
２ 安山岩 ２ ３％
３ 火山礫凝灰岩 １ １％
４ 流紋岩 ３０ ３８％
５ 粘板岩 ２１ ２６％
６ 凝灰岩 １０ １３％
７ 玻璃質岩 １ １％
８ 砂岩・頁岩 １ １％
９ 凝灰質砂岩・頁岩 １ １％
１０ 玉随・瑪瑙・チャート １ １％
１１ 輝石安山岩 １ １％
１２ 不明 １ １％

合計 ８０ １００％

金沢市西念・南新保遺跡

石材の種類 数量 構成比
１ 凝灰岩 ４ ６７％
２ 凝灰岩質流紋岩 １ １７％
３ 流紋岩質砂岩 １ １７％
合計 ６ １００％

＊未製品は含まず。 ＊１～３は、手取川流域で採取される石材
４～１０は、加賀南部の山間部で採取される石材
１１は、外来石材

図１ 拠点集落石材別構成比
（木田：１９９９、影山：２００１）を基に作成
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吉崎・次場遺跡では、磨製石庖丁出土総計３１点中、角閃石安山岩４０％、安山岩１６％、砂岩１０％、輝

石安山岩１０％が主な石材構成で、４：２：１：１という比率を表している。当該遺跡では、角閃石安

山岩の比率が高い。節理のある石材をほとんど志向していない傾向を示す。その他の石材を実見して

も、八日市地方遺跡の石材と様相を異としている。角閃石安山岩は、羽咋の海岸地域他を採取地とし

て想定されており、これも遠隔地から石材を入手していないことが窺える。成品が多く見られるが、

報告書掲載外の石器を含めて再検討する必要がある。

西念・南新保遺跡は、磨製石庖丁出土総計６点中、凝灰岩が６７％、凝灰岩質流紋岩１７％、流紋岩質

砂岩１７％が主な石材構成で、４：１：１の比率となる。これらは、他遺跡と比較して軟質で節理のあ

る凝灰岩が多いのに注目したい。なお、凝灰岩産地の一つとして想定するならば、森本丘陵（１６）を主と

する医王山山系の可能性を考えたい。

これらの拠点集落における石材構成の特徴と各遺跡出土の石材から勘案すると、大きく２つの流通

圏があることが考えられる。すなわち、能登地域と加賀地域である。前者は節理のない石材、後者で

は節理のある石材を用いて磨製石庖丁を製作したことが窺え、志向したと考えられる。また、石材比

率を見ると近隣で採取される石材が多くを占めていることが分かる。つまり、磨製石庖丁に関しては、

特定の石材が遠隔地から搬入されて用いられたとは考え難く、近隣から採取されたと考えられる。

以上の検討から、磨製石庖丁は特定の石材を遠隔地から搬入するような石材の志向性は看取されな

い。むしろ、加賀、能登地域内において石材の採取地があり、小地域内（１７）での流通圏が構築されたと

考えられる。さらに、その流通圏を基礎単位とする多様な需要・供給関係を有したネットワークが構

築されたと想定したい。ただし、両遺跡には微量に相互の石材があることは、小地域間の流通システ

３
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２
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５ ２２
６６７ １３

８ １１
１４ １０
１５ ９９１２
１７ １６

１８
２０

１９２１
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図２ 磨製石庖丁流通圏想定図
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ムが機能したと考えられる。そこには中心的な役割を担う拠点集落の存在が機能していた可能性を考

える。

さらに、今回の検討によって新たな知見を提示したい。西念・南新保遺跡出土の磨製石庖丁の石材

に凝灰岩が多いことに注目し、他遺跡出土の石材を実見したところ、金沢市磯部運動公園遺跡、同市

戸水B遺跡（穿孔途中品）、同市畝田B遺跡、津幡町加茂遺跡等（１８）から出土している。白色系凝灰岩

を石材とする磨製石庖丁は北加賀地域において散見されることから、これらを包括した一つの流通圏

があったと考えられる。さらに、富山県下老子笹川遺跡においても出土していることから、この石材

の流通圏は富山県西方に位置する砺波平野にまで広がることを示唆しており、広範囲にわたっていた

可能性がある（１９）。すなわち、白色系凝灰岩の石材が加賀地域のなかでも北加賀地域を中心として砺波

平野にまで及ぶ広範囲の流通圏があることを指摘する。なお、戸水B遺跡出土の穿孔途中品につい

て勘案すると、拠点集落で成品化したものを周辺集落へ供給する流通形態の他に未成品を流通圏の内

外を問わず供給し、需要した集落で成品化した可能性も考えられる。

流通圏は、多様で複雑に重なっていると認識している。特筆したいのは、石川県下での石材の流通

圏が、安山岩等を主とする能登地域、流紋岩、粘板岩等を主とする加賀地域・凝灰岩等を主とする北

加賀地域の３つの流通圏が確実に重なり合って存在していたことが看取されることである。このこと

は、大陸系磨製石器の導入・定着するに際して、少なくとも中期後半には石材の供給・需要ルートが

構築されていたことを傍証すると考えられる。ただし、石材はその種類によって選択がなされていた

と考えており、多様な生産・流通ルートがあったと考えている。

４．おわりに

本稿では弥生時代における磨製石庖丁について、石川県での研究史を振り返って整理を行った。

また、強引な論の展開ではあるが、磨製石庖丁を切り口に流通圏が加賀、能登地域と大きく括られ、

新たに北加賀地域にも流通圏のあることを指摘した。今後、他の種類の石器を検討することによって

より多様な形態が導出できると考える。

近年、各地で詳細な検討がなされてきており、飛躍的に研究が進展している。今後、製作工程や穿

孔形態のあり方を視野に入れた整理を行い、消費地から見た石材の流通を再検討する必要がある。こ

のことは、磨製石庖丁に限った事ではく、他の種類にもいえよう。

最後に、本稿に際し、以下の方々にご教示いただいた。記して感謝の意とします。

荒川和哉、伊藤雅文、大野淳也、戸谷邦隆、仲原知之、西森正晃、久田正弘、藤 則雄、町田勝則、

町田尚美、宮田 明、業天唯正、安 英樹、和田龍介

註

１．太型蛤刃石斧、磨製石庖丁、扁平片刃石斧、柱状片刃石斧、磨製石剣等の石器群を便宜的に総称するのに用いた。
２．他の資料は資料的な制約があり、磨製石庖丁は他よりも数量がある。また、打製石庖丁とされる形式については

今後整理される必要性があるため、本稿では検討対象外とした。
３．石川考古学研究会編 １９５５ 「資料点描 ２０」『石川県考古学研究会会誌』第７号 石川考古学研究会
４．浜岡賢太郎 １９５６ 「鹿島郡御祖村石庖丁出土遺跡略報」『石川考古学研究会会誌』第８号 石川考古学研究会
５．埋蔵文化財研究会編 １９９２ 「第３１回埋蔵文化財研究集会 弥生時代の石器－その始まりと終わり」 埋蔵文化
財研究会

６．安 英樹 １９９５ 「北陸の大陸系磨製石器」 月刊考古学ジャーナルNo．３９１ ニューサイエンス社
７．久田正弘 「石川県の石器」『農耕開始期の石器組成４ 中部・近畿』国立歴史民俗博物館資料調査報告書７
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国立歴史民俗博物館
８．木田 清 １９９９ 「石製穂積具」『石川県考古資料調査・集成事業報告書 農工具』 石川考古学研究会
９．安 英樹 ２００１ 「北陸における弥生時代の拠点集落について」『石川県埋蔵文化財情報』第６号 （財）石川

県埋蔵文化財センター
１０．久田正弘 ２００２ 「北陸地方における農具と使用痕」『第７回石器使用痕研究会 弥生文化と石器使用痕研究～

農耕に関わる石器の使用痕～』 石器使用研究会・大阪府弥生文化博物館
１１．小松市教育委員会 ２００３ 『八日市地方遺跡発掘調査報告書』

資料の実見に際し、宮田明氏により便宜を図って頂き、示唆に富むご教示をいただいた。
１２．安英樹氏よりご教示いただいた。
１３．戸谷邦隆氏よりご教示いただいた。
１４．同註９文献
１５．同註８文献

景山和也 ２００１「収穫具」『石川県考古資料調査・集成事業報告書 補遺編』石川考古学研究会
１６．藤則雄氏よりご教示いただいた。
１７．ここでは大きく加賀地域と能登地域と便宜的に分ける。
１８．（財）石川県埋蔵文化財センター・石川県教育委員会 ２００４ 『戸水B遺跡（１０・１２・１３次）発掘調査報告書』

（財）石川県埋蔵文化財センター・石川県教育委員会 ２００３ 『畝田・無量寺遺跡、畝田B遺跡発掘調査報告書』
松尾 実 ２００４ 「津幡町 加茂遺跡（第９次）の調査 －弥生時代の建物跡群を中心に－」 平成１５年度発掘
速報会『よみがえる石川の遺跡』資料 石川県教育委員会・（財）石川県埋蔵文化財センター

１９．上田尚美 １９９８ 「富山県内の石庖丁について －下老子笹川遺跡出土の新資料から」『富山県考古学研究』創
刊号 （財）富山県文化振興事業団埋蔵文化財調査事務所
資料の実見に際し、荒川和也氏、町田勝則氏、町田尚美氏には、便宜を図って頂き、多くのご教示をいただいた。
そのなかで、当該資料が鹿西町小田中遺跡出土の石庖丁の石材と同質という点について関係性が認められないこ
とが判明しており、今後検証すべき課題である。

［図版出典］
図１：（木田；１９９９．景山；２００１）を基に作成 図２：（安；２００１）を基に加筆・修正
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